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相爵鼈  [嘴覺跳寵鳥滉龍猾1製ミギが注目されているが,ナノスケ‐ルの物体のスの開発が必要である。そこで,低摩擦ナノ
デバイスとして,カー ボンナノチューブ(CNT)を用いたベアリングまたはコンベアを提案す
る。
CNTは、高いヤング率を有していることや、高い電気伝導性を持つことなど、その独特な性
質のために様々な研究がなされてきた。CNTやC60,グラフェンはナノサイズの機構要素の
材料となりうると考えられており,これまでにCNTなどを利用したいくつかの低摩擦ナノ
デバイスの研究が行われてきた。
それらの研究では,CNTやC60の間のファンデルワールスカによる相互作用が非常に小
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等となることが期待できる.
本研究では,カー ボンナノベアリングとしてグラフェン/単層CNT(SWNT)/グラフェン系
を用い,これを針状ころ軸受 (ニー ドルベアリング)やローラーコンベアとして使用する
ことを想定し,その低摩擦運動特性を解析した。特に,今回の研究では外的な荷重を与えずな爺7柔轟観卿魏筆鰤鮮.CW辟又留縛ミ■しrfF夕lまち
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炭素原子間相互作用の計算において,近距離では共有結合力を計算するTcrsoIBrennerポテ
ンシャル,遠距離ではファンデルワールスカを計算するLelllnard―Jonesポテンシャルを利用
した.
本研究では,摩擦力とCNT数密度の関係,摩擦力とグラフェンの運動方向の関係,摩擦
力とCNT直径の関係,摩擦力とCNTのカイラリティの関係の4種類のシミュレーションと
解析を行った.その結果,摩擦力について以下のようなことが分かった。まず,摩擦力はCNT数密度に依存し,CNT数密度が大きいほど摩擦力が大きい。また,その摩擦力の大き
さは,CNTを含まないグラフェン系に比べ,40%から98%減少した.次に,摩擦力はグラ
フェンの運動方向に依存し,グラフェンをCNT軸に平行に動かした場合,CNT軸に垂直に
移動させた場合のより50%以上摩擦力が大きい。そして,CNT直径が大きいほど摩擦力が
大きいが,cNT直径に対する依存性は小さい.以上の結果から,本研究で対象としたカー
ボンナノベアリングは,単純な積層グラフェン系と比較して低摩擦で指向性を持つ機構で
あることが明らかとなった。
